
市民の声を市政に届け、市の支援策に反映

この間、市が取り組んできた主な項目

　□防災活動支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・災害用プライベートルーム等
　□中小企業経営支援事業・・・・・・・・・・・・前年比売上高２０％減までに拡充
　□学校管理用消耗品・・・・・・・・・・・・・・・・・消毒液、使い捨て手袋など

　□中小企業経営支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・１事業者　１５万円に増額
　□防災活動支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・マスク等の備蓄

　□新生児に対する感染予防助成金・・・・・・・・・・・・・・・一人につき１万円
　□ひとり親家庭緊急支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・１世帯　３万円
　□中小企業経営支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１事業者　１０万円
　□住居確保支援金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・家賃相当額
　□国保・介護・後期高齢者保険料等の減免

５月臨時市議会で決定されたもの

６月定例市議会で決定されたもの

６月３０日市長専決処分

　７月２２日、日本共産党市議団は、コロナ禍のなか市民に向けた八千代市独自の支援策について財
務部とヒアリングを行いました。
　市は、５月２０日の臨時市議会、６月の定例市議会、６月３０日の市長専決の３次にわたり、総額７億
４千万円超の支援策を行っていることを明らかにしました。
　その財源として八千代市に、国から「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」が第１
次分として３億７千７百万円、第２次分として１０億７千万円、計１４億４千７百万円が交付されるこ
とになっており、単純計算では、あと７億円の財源を活用することができます。

　日本共産党は、アンケートなどを通して市民のみなさんから寄せられた要望を市に届け、実現させ
てきました。
　新型コロナ感染者が激増し、第２波ともいえる状況です。感染防止の具体化とともに、生活と生業
を支えるために、引き続き市民への支援策の拡充が必要です。
　八千代市が他市に先駆けて取り組んだ「新生児に対する感染予防助成金」（一人１万円）について、
習志野市・佐倉市などでは特別定額給付金（一人１０万円）としての位置づけで１０万円が給付されて
います。八千代市でも増額するよう市に申し入れを行います。さらに、コロナ禍のなか再開された学
校でも夏休みが短縮され、消毒など先生方の負担も大変です。少人数学級の実現に向け、教員増を進
めるべきです。
　日本共産党は、市民の安心・安全のためにもさらなる支援策を求め強く働きかけてまいります。

八千代市議団ニュース
こんにちは日本共産党です
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